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鎌 倉交響 楽 団第 17回 定期演 奏会

後援 鎌 倉 市 教 育 委 員

鎌 倉 音 楽 ク ラ

1. 歌 劇  オベ ロ ン 序 曲…… …… ………… …… …… ウ ェ ー バ ー

指揮  吉  水 ,羊

△
ム
　
　
ブ

目曲

2. ピアノ協奏曲 第26番

「景尋t  冠

二 長 調  K.537

式 」… … … … … … … … モ ー ツ ア ル ト

ピアノ独奏

オ旨揮

寛 子

幸 市郎

木
　
田

鈴
　
一則

一弔 楽章  ア レグロ ニ長 調

第 2楽章  ラル ゲ ッ ト

第 3楽章  ア レグ レ

%拍子

イ長調 %拍 子

ット ニ長調 %拍 子

一 一 ―  休 舌自  _

3. 交 響 曲  第 8番  口短 調  Op.posth

「未 完  成」………………………………シューベ ル ト

才旨揮 前  田 幸 市郎

第 1楽章 ア レグロモデラー ト ロ短調 %拍 子

第 2楽章  アンダンテ・コン・モ ト ホ長調 %拍 子
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ピ ア ニ ス ト 紹 介

'令

 木  寛  子 さ ん

鎌 倉 市 材 木 座 5-8-12 TEL.(22)0972

昭 和 45年 3月  東 京芸 術 大 学 卒 業
安 田輝 子 、伊 達  純 、井 口秋 子 の 各 氏 につ い て ピア ノ を学 ぶ。
趣 味 は 、 や は り音 楽 を聴 くこ と。 そ の ほ か に は読 書 、山歩 き等 。
現 在 芸 大 ピア ノ科 の助 手 と して勤務 。 ピア ニ ス トに美 人 な し、
と 0ヽ うの が通 り本目場 で あ るが 、 イ皮女 は例 タト自勺孝「 珀Ёで あ る こ とを

イ寸けカロえ る。

曲 目 解 説

序 曲 オ ベ ロ ン

ウ ェー バ ー ιま号吹濠」「魔 ヲ単ψD ttliF」  で一一l麗 7等 名
`こ

な る と と もに 、 この

“

年品 てヽ ドイ ツ
ロマ ン派 音楽 の始 祖 と4111がれ て い ます。 オベ ロ ンは その 六 年 後 (1826年 )40オ の と
き完 成 。 ウ ェー バ ー の タ ク トでネル寅さオしま した。 今 日で は オベ ロ ン全 曲 はめ っ た に

上 演 され ず 、 この 名序 曲 だ け が コ ンサ ー トの プ ロ グ ラム に あ が ります。 妖 精 の 国 の

物 語 り とい う、 オペ ラの筋 に _S、 さわ しい、イ可かネ申秘 的 な音 色 を もっ た曲 で あ ります。

「 戴 冠 式 」 ピ ア ノ 協 奏 曲

レオ ポ ル ドー世 の戴 冠 式 祝 賀 祭 の 演奏 会 で モー ツ ア ル ト自身 の ピア ノ独 奏 兼 指 揮
に よ っ て 、 この 曲 はネル寅され 、 それ 以 来 蹴 冠 式 Jの 名 に よ っ て親 し まれ て い る名
曲 です。

モー ッ ア ル トは チ ェ ロ以 外 の ほ とん どの楽 器 の ため に協 奏 曲 を書 き、 それ ら多種
類 の楽 器 の′

1生格 に お どろ くほ ど精 通 して い る こ と を証 明 しま した が 、殊 に ピア ノ は
バ イ オ リン と と もに 、彼 の天 オ 的 音 楽 表 現 の ため の最 も切 れ 味 の 良 い道具 で あ っ た
し、幼 い頃 か ら演 奏 技 術 を た た き こ ま′して 。ヽ た こ と もあ っ て 、天 馬 空 を行 くよ うな
自由 白在 の境 地 に遊 ん で い ます。 作 品 の数 も断 然 多 く、全 部 で27曲 も ピア ノ協 奏 曲
を残 して くれ ま した。
20番 二短 調 の深 刻 で ダ イナ ミ ック な音 楽 。 24番ハ 短 調 の 、前 者 を凌 ぐ劇 的 で深 遠

な 1青 緒 。 それ ら二 曲 とは ガ ラ リ とか わ る、 この 26番 の い か に も戴 冠 式 の お祭 気 分 に
あ、さわ しい軽 妙 さ と、一―抹 の 哀感 。 そ して最 後 を飾 る27番 の淡 々 と した′しヽの歌 。 モ

ー ツ ア ル ト・ フ ァ ン な ら これ 以 _L何 をつ け加 え な くと も ピ ン と了解 して くだ さ る で
し ょ う。 も し、 あ な た が 、 ま だ その一 人 で な か っ た な らば 、 お りを見 て 、26番  二

長 調 「戴 冠 式 Jと 、そ の裏 に27番  変 口長 調  K.595が収 め られ た ス テ レオ レコー ド

(フ ィ リ ップ ス S F X7518、 イ ン グ リッ ド・ へ、ブ ラー独 奏 )を 購 入 して み て くだ さ
い。 聴 きこめ ば聴 き こむ ほ ど、 モ ー ッ ア ル トの音 楽 が奥 行 き広 く、′とヽを洗 う剰子鮮 な
ひ び きに満 ちて い る こ とに お 気 付 きに な るで し ょ う。 私 は決 して レコー ド会 社 の ま
わ し者 で は あ りませ ん が 、 あ え て お す す め しま した。

未 完 成 に つ い て

未 完 成 交 響 曲 の解 説 を一 行 も書 か な い う ち に、午 前 二 時 とな っ た。 何 故 、 こ ん な

奇 怪 な時 間 に な っ たの か。 オー ケ ス トラの練 習 を終 えて帰 宅 して か ら、 お茶 ,責 な ど

食 べ 、風 呂 な どへ 入 り、最 近 買 い集 め た レコー ドな ど聴 い て い る うち に、 いつ の 間
に か 、草 本 も眠 る ウ シ ミツ刻 に な っ た だ け の こ とで あ る。 よ うや く、 目は らん らん
と冴 えて きた。 手 も とに あ る解 説 書 を、 い ざ九 写 しに しよ う。

「交 響 曲 とい え ば 、ベ ー トー ヴ ェ ンの 『運 命』 とシ ュー ベ ル トの 『未 完 成 』― ―
この 2曲 が音 楽 初 心 者 の レコー ド・ コ レク シ ョ ンの最 初 を飾 る もの で は な い で し ょ
うか。 これ ほ ど人 気 が あ るの は 、時 代 を越 え国境 を越 え て 、直接 万 人 の胸 に訴 え か け
け て くる音 楽 の基 本 的要 素 を この 2曲 が持 っ て い るか らで す。 〈中略 〉 『未 完 成 』
は シ ュー ベ ル ト25ォ の 1822年 に着 手 、翌 年 第 1・ 第 2楽章 まで完 成 しなが ら、第 3楽
章 ア レグ ロは最 初 の 9/」 節ヽ ま で しか管絃 楽 用 に書 か れ て お らず 、 お とは ピア ノ用 の

単 な る ス ケ ッチ の ま ま、 そ れ も途 中 まで で運 絶 え 、長 く世 に埋 もれ 、死 後 37年 目 に よ
うや く初 演 され た とい う こ とで す。 なぜ 未 完 に終 っ たの か 、 これ は永 遠 の謎 の よ う
です。」

ま あ、解 説 な ん て 、失 礼 な が ら、 こ ん な程 度 で あ る。 何 も言 わ ぬ よ リマ シ、 とい

う ところ か。 私 の見 解 で は 、 シ ュー ベ ル トは歌 曲 の天 オ で は あ っ た が 、交 響 曲 の分
野 にお い て は ア マ チ ュ ア に毛 の生 え た程 度 だ っ たの で あ る。 ゆ え に、必 要 以 上 に美
し く、表 情 豊 か な第 1、 第 2の 両 楽 章 を作 曲 して しま い 、 あ とを続 け る工 夫 もオ 覚
も浮 ば な か っ た。 そ こ で分 厚 い五 線 紙 の一 束 は 、 ポ ン と■■の抽 出 へ 投 げ こ まれ 、 そ
の ま ま作 曲者 の 念頭 を去 っ て行 っ た。

これ で は実 もフ タ もな い ?そ こで 、エ ス テ ル ハ ー ジ ィ家 の優 雅 な令嬢 に失 恋 して 、
その心 の傷 手 に もだ え 、作 由 のベ ン を折 り「我 が恋 の終 ら ざ る ご と く、 この 曲 も終
ら ざ るべ しJ とつ ぶ や い た とか い うイ云説 が残 っ たの で あ る。



鎌 倉 交 響 楽 団 メ ンバ ー

名誉
=旨

揮者

常任指揮者

遠 藤 久美子

丹 下 慶 子

松 原 千 子

徳 永 信 子

桐 本 圭 三

村 上 和歌子

丹 治   江

阿 部 黎 子

伊 沢 竜 作

前 田 幸 康

大 内 達 郎

内 田 秀 夫

荻 野 牧 子

大 野   守

酒 井 桂 子

東   博 之

旭  慎 高

徳 永 正 剛

斉 藤  昭

岩 沢 忠 夫

蔵東 く日

前 田 幸 市 郎

Violin

Viola

Violonce1lo

Double Baas
Flute

Oboe
Bassoon
Clarinet

HOrn
Trumpet
Trombone
Timpani&Percussion上  原 誠

阿野田   弘

吉 水  洋

清 岡 道 男

Assistant Conductor

Stage manager

大 藤 ゆ き

板 倉 由美子

土 井 利 章

関 サ|1 健

竹 内 公 子

橘 田 武 子

松 平 定 康

村 山 智 朗

服 部 甚 蔵

浄法寺   章

長 谷 恭 男

滝 沢 二 郎

鈴 木 久仁子

小笠原 綾 子

長 峯 忠 雄

武 田 由 子

日比谷 平一郎

櫛 田  孝

和 田    潔
ぽ 藤 元 一

石 井 八 允

高 木   滋

鬼 鞍 哲 夫

角 田  晃

驚 橋 善 彦

掛 |1忠 良

小長谷 宗 一

矢 崎 彦太郎

(順不同 )

服 部 美知子

清 水 l・l 一

永 江 正 臣

村 尾 裕 子

深 谷 郁 子

薬:巾 寺   厚

水 上   清

文珠lll   健

栗 山 明 子

宇 野 典 明

矢 野 公 昭

助 ||1 利 信

子

謙

寛

人
「

合

本

藤

河

山

古

雄

醐

昇

男

　

也

俊

貞

齢

　

信

　

誠

正

岩

松

田

松

　

橋

谷

黒

重́

重́

元

　

一品

島



毛糸な ら極細か ら極太 まで、

各種 タイプをカラフルに1麟前

えた、毛 糸専間のお店 です。

新色 。新 タイプの毛糸 も各

種入荷 して居 ります。

是非 、御来店の上御高覧下 さ

いませ。

由比 ヶ浜 銀座 六 地蔵 際

イワタ糸店
TEL。 (22)1501

中 華 料 理

楽

由 1ヒ が 浜 ,邑  り

(六 地 蔵 ソ バ
)

TEL。 (22)3219(代 )

喫  茶

鎌 倉 駅 前
´

営業時間

本店
容

支 店

容

8:00a.m～ 12:00p.m

トー ア コ ー ヒ ー

22--40!: ・ 7530

カ フェ・ トン トン

22--91:7・ 9918



洋 服 の

オーダーメードは

鎌倉テ~フ ~

サ|1清 太 郎代表者 井

由 比 ヶ 浜 通 り

TEL。 (22)2408

伝統を生かした最高の味

千 ヨヨ鶴 サ ブ レ"
プランヌ風ビスタット

品 Л 堂
ほκそ承ιlゆ

由 比 が 浜 店  TEL.(22)09631rtl

鎌 倉表駅 前店  TEL。 (22)2538

逗 子 店 TEL.(71)4730

江 の電 藤沢駅 名店街

TEL。 (25)8621

江 の電 鎌 倉駅 名店街

TEL.(23)792

フ ラ ン ス 料 理

JJヽ

横 須 賀 線 下 馬 ガー ド脇

TEL。 (22)2370

いつで も安 く

何 んで も揃 う……

暫グルマ薬品
鎌倉小町通り中央 TEL(22)2594,0842

ご家庭 に経済の安定 を約束する

クス リ・ 化粧 品・ 雑貨

食 品・ 缶 詰・ 菓 子

ナ イ ガイ
鎌倉裏駅前 TEL(22)2430


